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す強まるグローバライゼーションとナショナリズムの狭間で、 今切実なもの なってきている 『日本の対外関係』 は、日本がどのよう 歴史的環境のもとで歩んできたのかを明らかにし その「内」と「外」の狭間に光をあてることでこの問題を捉え直していく、新シリーズであ 本書はその第六巻にあたり、一七世紀末から一九世紀前半 対象としている。
　本書の構成と概要は次の通りである（カッコ内は著者） 。
通史 　近世的世界の成熟（荒野泰典）
Ⅰ 　歴史的展開一 　「華夷変態」後の国際社会（岩井茂樹）二 　砂糖をめぐる世界史と地域史（真栄平房昭三 　ジェンダーから見る近世日本の対外関係（松井洋子）四 　世界のなかの近世文化（海原亮）五 　露米会社とイギリス東インド会社（木村直樹）Ⅱ 　対外関係の諸相一 　「三国」から「五大陸」へ（三好唯義）二 　日本型華夷意識と民衆（池内敏）三 　長崎と広州（原田博 ）四 　琉球館と倭館（渡辺美季）五 　通訳と「四つの口」 （松方冬子）六 　蘭学における中央と地方 青木歳幸七 　ティツィング往復書簡集の世界（鳥井裕美子）八 　異国・異域情報と日常世界 杉本史子九 　「夷酋列像」をよむ（谷 晃久）十 　世界のなかの日本銅（島田竜登）
　本シリーズはいずれも冒頭に大まかな見通しを示す「通
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　「通史」 （荒野）では、まず本書の表題と時期区分をめぐ











の創出までを展望した。青木論文は、 「中央と地方」という視角から蘭学史を叙述し、蘭学が地域に結びつきながら興隆するさまを生き生きと描き出す。鳥井論文は、オランダ商館長を勤めたティツィングと長崎通詞・蘭学者・出島商館員らの間で交わされた往復書簡集の内容を紹介し、その史料的価値を指摘し 。杉本論文は、 「外」からの情報をもたらし、イメージを形づくる「近世的公開メディア」という新たな方法論 提示する 谷 アイヌ首長像「夷酋列像」について、像主の一人であるイコリカヤニの生産活動に注目し、当該地域社会史から 夷酋列像」を読みなおしてその意義を論じた。島田論文は、オラ ダ東インド会社の日本銅貿易を中心に、日本銅の国際的な流通構造を概観している。
　本書の第一の面白さは、ゆるやかに結びつき併存してい
るいくつかの「世界」 、という地球的規模 視野で描き出す手法であろう。例えば「通史」 （荒野）において、ケンペルに始まるヨーロッパ人の日本・アジア観の変容とその背景への言及が随所に挿入されているの 、我々読者野を広げる仕掛けの一つになっている。海舶互市新例（岩井論文） 、明治維新における薩摩藩の活躍（真栄平論文） 、ロシアとイギリスの来航（木村論文） 、銅輸出（島田といった、日本史の教科書にも出てくる、よく知ったつも
りの事柄が、地域・日本・世界の連動性の中で生き生きと描き直され、読者である私たちは、いくつかの「世界」がゆるやかに結びつきながら併存する「近世的世界」のありようを確かに実感することができる。
　またその視角は「外」のみならず「内」にも向けられて
いる。対象の内容・ 態にとどまらず、それをはぐ み発展させたもの（荒野氏はそれを「土壌」と呼んでいる）は何だったのか、という点も追究されるのである。特に関わるのが海原論文・杉本論文であり その中で 「土壌」 は 「世界」と結びつけられ、世界史的な連動性の中で新たな意味を浮かび上がらせる。大坂におけ 人的ネットワークや書籍の流通という「土壌」を明らかにし、 「異国」の学問や文化の受容と絡めて「世界」の中 位置づける海原論文は、 「天下の台所」 った教科書的な大坂イメージを鮮やかに覆すだろう。
　第二に注目したいのは、 「比較」という手法が取り入れ
られている点である。例えば原田論文では長崎 広州が、渡辺論文では琉球館と倭館が、松方論文では「四つの口」の通訳のあり方が比較される。 真栄平 においても奄美・琉球における砂糖収奪 世界史的意味 、カリブ海諸島奴隷制・ジャワのプランテーション の比較の中 明らにされている。比較による類似性 相違性の探求 歴史研













野氏の構想す 「世界史的な比較史」 （ 「通史」 ）がこれらとどのように切り結び、展開し くか期待され 。 だそのためにも「世界史的な比較史」について、そ 手法や展望にもう少し説明がほしかった。
　大きい課題意識を共有しつつ様々な切り口から自由に論
じられている点が本書の魅力であり それらの論考は「通史」において 位置づけが示されているので、読者は全体を把握しやすくなっている。しかしそれゆえに、通史・Ⅰ部・Ⅱ部を含めた各論考の議論 有機的に結びつ ていない印象も受ける。
　それを最も強く感じたのは、意識・情報・文化の広がり
に関する議論である。池内論文は「日 型華夷意識」につ







在における到達点が示されるとともに、新たな課題や論点も数多く盛り込まれている。例えば松井論文はジェンダーを切り口 長崎の対外関係を分析しつつ、 「日本人」と「異国人」を選別する「住宅」と う指標の提示、遊女の実態に関する通説の訂正、混血児をめぐ 「家」の問題など、多分野に発展する論点を提起している 各論考で提起されたこれらの論点が広く共有され、さらに議論が進展していくことが望まれる。
　以上、評者なりの紹介と私見を述べてきたが、評者の浅
学ゆえに誤読や的外 な点 あるかもしれない。執筆者の御海容をお願いするとともに、 ご教示 賜 ば幸 である。
　「日本」 「日本人」とは何か、という本シリーズのテーマ
は、これまで多くの研究者ら よって問われ続けてきたテーマであり、一方できわめて現代的なテーマでもある。冒頭に掲げた「日本史も日本人も嫌い」という言葉は 実は本シリ ズ第一巻『東アジア世界の成立』 （吉川弘文館、二〇一〇年）に収められた荒野氏の総説「民族 国家」に登場する一節であり、ぜひこちらも一 さ ること おすすめしたい。 「日本史も日本人も嫌い」と思いこんでいる子どもたちに、研究者は今何ができるのか、 いう荒野氏
の問いかけを、私たち歴史学研究を志す者は真摯に受けとめなければならないだろう。本書はそのための「地道で粘り強い仕事」の結集であり、ぜひ 部生の方にも広く手とっていただきたい。本書を通じて、地球的規模で連動する「近世的世界」の面白さを実感するとともに、 「日本」 「日本人」 は何か、そして ぜ歴史 学ぶのか、という問題をもう一度考えてみたいと思う。注　（１）比較史の有効性と問題点については、ユルゲン・コッカ
「比較史のかなた
―
近現代史へのトランスナショナルなア
プローチ」史学会編『歴史学の最前線』 （東京大学出版会、二〇〇四年） 、山田賢「東アジア「近世化」の比較史的検討―
中国大陸・朝鮮半島・日本列島
―
」趙景達・須田努編『比
較史的にみた近世日本
―
「東アジア化」をめぐって
―
』 （東
京堂出版、二 一一年）など参照。
（２）前掲『比較史的にみた近世日本』など。
（一橋大学大学院社会学研究科博士後期課程）
